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玉小っ子
た ま し よ う こ

いよいよ１２月となりました。気温もぐっと下がり冬の訪れを感じます。
２学期も残すところあと２週間あまりとなりました。振り返りをしっかりし
て、新しい年のスタートが切れるよう最後までしっかりと生活していってほ
しいと思います。また、寒くなり体調を崩しやすい時期となります。感染予
防とともに、睡眠や栄養をしっかりとって規則正しく生活するようにしてく
ださい。

一人一人を大事にしよう～玉小人権週間～
１２月４日～１０日までの人権週間にあわせて、玉小でも人権について考える期間としています。こ
の期間に学年に応じて人権に関わる授業を行ったり、標語を作ったり、友達のよいところさがしをしたりし
ます。人権週間が始まるにあたって、リモートで人権集会を行いました。そこで次のような話をしました。

人権とは、一人一人を大事にすることです。誰一人として大事にされなくてよい人はいません。だから、
差別をしたり、いじめをしたり、相手の嫌がることをしてはいけないのです。
この期間にもう一度、人権について、一人一人を大事にすることについて、考えてみましょう。そして、自

分に何ができるか考えてみましょう。例えば、あいさつをしっかりする。あいさつをすれば、相手のことを思
っているよ、というメッセージになります。「ありがとう」とたくさん言うようにしてもいいでしょう。友達のよい
ところをたくさん探してもよいでしょう。自分のまわりの人に、どんなことができることを考えて、行ってみて
ください。
今日は玉小の秘密をひとつ紹介します。「青い目の人形ルースちゃん」のことです。このルースちゃんは

９４年前にアメリカから送られた人形です。その頃は、世界中で戦争がたくさん起こっていました。アメリ
カと日本の仲もよくありませんでした。そんな中アメリカのギューリックという人が日本の子供達に人形を送
ることを考えます。アメリカの人に寄付してもらいそれを日本の小学校や幼稚園に送りました。この人形に
は、日本の子供達に世界に目を向けてほしい、世界中の人が仲良くなってほしいという思いが込められて
います。２万７千もの人形が日本の学校に送られました。その１つがルースちゃ
んです。
その後、残念ながら日本とアメリカは戦争になってしまいます。戦争は人と人と

の殺し合いです。戦争では、一人一人は大事にされません。そして、日本人にとっ
てアメリカ人が憎い敵となってしまいました。だから、アメリカ人からもらった人形は
焼いてしまえ、ということになり、ほとんどの人形は戦争中に焼かれてしまいまし
た。ところが、ルースちゃんは生き残りました。戦争が終わって３０年後、倉庫の
隅から見つかったのです。当時の先生が焼いてしまわず、こっそり隠しておいたの
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かもしれません。今、日本に100体ぐらい生き延びた人形があるそうです。ルースちゃんはその１つです。
ルースちゃんには、世界中の人が仲良くなってほしいという思いが込められています。みんなは、まず

は、まわりの人と仲良くできるようにしてください。そして、その輪を広げていってください。
ルースちゃんは、人権週間の間、校長室の前に置いておくので会いに来てください。

おやつを上手に食べよう～学校保健委員会～
１２月２日（木）に学校保健委員会が開かれました。学校保健委員会は、学校の健康上の課題を取り

上げて調査研究し、課題を解決していくために開かれます。玉小では、養護の先生が検診結果の説明を
した後、保健委員が課題について調べたことを発表しました。その発表は、校医さん、学校薬剤師さん、
栄養教諭さん、保護者の方や先生方にも聞いてもらいました。
今回のテーマは「おやつ」です。健康診断の結果から肥満度の上昇傾向が見られたことから、おやつの

食べ方を考えてみることにしました。保健委員から、ほとんどの人がおやつを食べていて、３食だけでは不
足しがちな栄養や水分を補う役割あるということが発表されました。しかし、砂糖や油、塩、カロリーを取り
過ぎてしまうことも多いので、上手に食べましょうという提案がされました。その提案は➀１日のおやつは
200カロリーをめやす②成分表示を見る➂食べる分だけ取り分ける④食べる時間を決める⑤足りない栄
養をとる、です。
発表の後、参加した先生や保護者の方から感想をもらい、薬剤師

さん、栄養教諭の先生からも、アドバイスをいただきました。発表は分
かりやすく、発表の態度もとてもすばらしいものでした。
保健委員の発表は、放送で見てもらう機会をつくり、全校の子ども

たちにも「おやつの上手な食べ方」について考えてもらいます。

＜玉小っ子の活躍＞
夏休みに制作し、学校を通して応募した作品で入賞した子どもの賞状が学校に届いています。

１１月２９日賞状を渡し、放送で紹介しました。おめでとうございます。これからも得意なことをどん
どん伸ばしていってください。
群馬県動物愛護ポスターコンクール最優秀作品賞 ２年新井奏良くん
群馬県児童生徒木工工作コンクール関東森林管理局長賞 ４年櫛渕そらさん
玉村町関越自動車道カントリーサイン最優秀賞 ５年大山史葵くん
読書感想文コンクール ２年栗原 颯くん ２年大石楓花さん ３年工藤結里さん
佐波郡佳作 ４年湯浅涼葉さん ５年栗原莉希さん ６年大谷日奈莉さん
第16回ぐんま昆虫の森 １年天田翔輝くん ２年町田悠樹くん ３年倉林珀空くん
「虫の絵」作品展入選 ４年村山 昊くん ５年倉林大翔くん ６年春山葵虹さん


